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令
和
４
年
５
月
臨
時
会
を
、

５
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
の
３

日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
正
副
議
長
を
決

め
る
選
挙
を
行
い
、
投
票
の
結

果
、
議
長
に
山
口
重
雄
議
員

（
市
民
連
合
議
員
団
）
が
、
副

議
長
に
真
鍋
宗
一
郎
議
員
（
自

民
・
無
所
属
議
員
団
）
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
委

員
、
常
任
委
員
会
委
員
や
特
別

委
員
会
委
員
な
ど
議
会
の
役
員

を
決
め
ま
し
た
。（
役
員
一
覧

は
３
面
に
掲
載
）

　

こ
の
ほ
か
、
議
会
選
出
の
監

査
委
員
に
つ
い
て
は
、
吉
田
忠

則
議
員
（
公
明
党
議
員
団
）
を

選
任
同
意
し
ま
し
た
。

5 月
臨時会

の
概 要

2022.2022.

正副議長
就任の
ごあいさつ

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
市
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
５
月
臨
時
会
の
役
員
選
挙
に
お

き
ま
し
て
、
議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ

の
責
任
の
重
さ
を
日
に
日
に
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
や
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
さ
ら
に
は
急
激
な
物
価

上
昇
な
ど
、
社
会
不
安
を
強
く
感
じ
る
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
強

靭
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や
、
子
育
て
・
教
育

環
境
、
市
民
福
祉
の
更
な
る
充
実
な
ど
、
市
民

生
活
の
安
定
を
守
る
た
め
に
行
政
が
果
た
す
べ

き
役
割
は
、
こ
の
困
難
な
世
情
に
お
い
て
、
よ

り
重
要
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様

の
負
託
に
応
え
、
課
題
解
決
に
尽
力
す
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
令
和
５
年
１
月
に
市
制
施
行
80

周
年
を
迎
え
る
本
市
に
お
い
て
、
そ
の
歴
史
文

化
を
継
承
・
発
展
さ
せ
た
輝
か
し
い
次
の
時
代

を
創
る
た
め
、
誠
心
誠
意
、
議
会
の
役
割
を
全

う
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
、
市
議
会
に

対
し
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議
　
長

  

山
口
　
重
雄

副
議
長

  

真
鍋
　
宗
一
郎

令和４年５月臨時会の議決結果
（全員賛成分）

・高槻市市税条例中一部改正の専決処分報告について（承認）

令和４年５月臨時会の議案に対する表決結果（意見の分かれたもの）

会派名

公
明
党
議
員
団

大
阪
維
新
の
会

高
槻
市
議
会
議
員
団

自
民
・
無
所
属

議

員

団

市
民
連
合
議
員
団

日

本

共

産

党

高
槻
市
会
議
員
団

立

憲

民

主

党

た

か

つ

き

立
憲
主
義
を
守
り
・

憲
法
を
活
か
す
会

無

所

属
結　
　

果議員名

議案名

五
十
嵐
秀
城

笹
内　

和
志

髙
島
佐
浪
枝

灰
垣　

和
美

三
井　

泰
之

宮
田　

俊
治

吉
田　

章
浩

吉
田　

忠
則

市
來　
　

隼

江
澤　
　

由

岡
田　

安
弘

甲
斐　

隆
志

木
本　
　

祐

竹
中　
　

健

吉
田　

稔
弘

鴻
野　
　

潔

中
村　

明
子

平
田　

裕
也

福
井　

浩
二

真
鍋
宗
一
郎

岩　
　

為
俊

久
保　
　

隆

中
浜　
　

実

山
口　

重
雄

強
田　

純
子

出
町
ゆ
か
り

中
村　

玲
子

岡
井
寿
美
代

遠
矢
家
永
子

森
本　

信
之

川
口　

洋
一

髙
木　

隆
太

北
岡　

隆
浩

議案第４１号　令和４年度高槻市一
般会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案

可決

議案第4２号　高槻市監査委員選任
につき同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 同意

賛成は○、反対は×。議案第４１号の表決には、前議長（吉田忠則議員）は加わっていません。
議案第４２号の表決には、現議長（山口重雄議員）及び、除斥対象となった吉田忠則議員は加わっていません。
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役員
一覧

　５月臨時会において、正副議長をはじめ、監査委員、議会運営委員会委員、常任
委員会委員、特別委員会委員などの議会の役員を下記のとおり決めました。
　各委員会の役割等の詳細については、市議会ホームページの「委員会
の構成」をご覧ください。

※ ◎は委員長、○は副委員長
※ （公）公明党議員団、（維）大阪維新の会高槻市議会議員団、（自無）自民・無所属議員団、
　 （市）市民連合議員団、（共）日本共産党高槻市会議員団、（立民）立憲民主党たかつき、
　 （活憲）立憲主義を守り・憲法を活かす会、（無）無所属

議会運営委員会
◎宮田　俊治（公） 〇福井　浩二（自無） 　五十嵐秀城（公）
　江澤　　由（維） 　岡井寿美代（立民） 　久保　　隆（市）
　中村　玲子（共）

議会だより編集委員会
議会活動をよりわかりやすくお伝えできるよう、親しみやす
く、読みやすい議会だよりづくりに、新委員で力を合わせて
取り組んでいきます。
◎市來　　隼（維） 〇髙島佐浪枝（公） 　久保　　隆（市）
　笹内　和志（公） 　出町ゆかり（共） 　遠矢家永子（立民）
　中村　明子（自無） 　真鍋宗一郎（自無） 　山口　重雄（市）

常任委員会
総務消防委員会
◎五十嵐秀城（公） 〇市來　　隼（維） 　岩　　為俊（市）
　北岡　隆浩（無） 　出町ゆかり（共） 　真鍋宗一郎（自無）
　吉田　章浩（公） 　吉田　稔弘（維）
市民都市委員会
◎竹中　　健（維） 〇平田　裕也（自無） 　江澤　　由（維）
　髙島佐浪枝（公） 　中村　玲子（共） 　灰垣　和美（公）
　森本　信之（立民） 　山口　重雄（市）

福祉企業委員会
◎福井　浩二（自無） 〇強田　純子（共） 　岡井寿美代（立民）
　岡田　安弘（維） 　川口　洋一（活憲） 　中浜　　実（市）
　中村　明子（自無） 　宮田　俊治（公） 　吉田　忠則（公）
文教にぎわい委員会
◎三井　泰之（公） 〇甲斐　隆志（維） 　木本　　祐（維）
　久保　　隆（市） 　鴻野　　潔（自無） 　笹内　和志（公）
　髙木　隆太（活憲） 　遠矢家永子（立民）

役 職 名 氏 　 名
高槻市議会政治倫理審査会委員 平田　裕也 吉田　章浩

大阪府都市競艇企業団議員 久保　　隆

淀川右岸水防事務組合議会議員 市來　　隼 笹内　和志

大阪広域水道企業団議会議員 吉田　稔弘

大阪府後期高齢者医療広域連合
議会議員 三井　泰之

高槻市都市計画審議会委員

岩　　為俊 江澤　　由

鴻野　　潔 宮田　俊治

森本　信之 山口　重雄

高槻市国民健康保険運営協議会
委員

甲斐　隆志 髙島佐浪枝

中村　玲子 平田　裕也

高槻市民生委員推薦会委員 鴻野　　潔 灰垣　和美

高槻市町名地番改正調査委員会
委員

岩　　為俊 髙島佐浪枝

遠矢家永子 山口　重雄

高槻市人権施策推進審議会委員
五十嵐秀城 市來　　隼

岡井寿美代 髙木　隆太

高槻市男女共同参画審議会委員 遠矢家永子 中村　明子

高槻市社会福祉審議会委員

　　民生委員審査専門分科会 江澤　　由

　　障がい者福祉専門分科会 岡田　安弘

　　児童福祉専門分科会 髙島佐浪枝

　　高齢者福祉専門分科会 強田　純子

　　地域共生社会推進部会 遠矢家永子

高槻市緑地環境保全等審議会委員 甲斐　隆志 笹内　和志

高槻市環境・温暖化対策審議会
委員 江澤　　由 髙島佐浪枝

高槻市産業振興審議会委員 木本　　祐 鴻野　　潔

高槻市文化振興審議会委員 髙木　隆太

高槻市保健医療審議会委員 中村　明子

高槻市青少年問題協議会委員 遠矢家永子

高槻市奨学生選考委員会委員 久保　　隆 鴻野　　潔

高槻市公民館運営審議会委員 三井　泰之

高槻市図書館協議会委員 遠矢家永子

特別委員会
市街地整備促進特別委員会
◎笹内　和志（公） 〇出町ゆかり（共） 　五十嵐秀城（公）
　木本　　祐（維） 　久保　　隆（市） 　遠矢家永子（立民）
　真鍋宗一郎（自無） 　吉田　稔弘（維）
新名神・交通体系等対策特別委員会
◎吉田　章浩（公） 〇江澤　　由（維） 　市來　　隼（維）
　岩　　為俊（市） 　岡井寿美代（立民） 　髙木　隆太（活憲）
　中村　玲子（共） 　平田　裕也（自無） 　吉田　忠則（公）
史跡整備・活用等特別委員会
◎髙島佐浪枝（公） 〇鴻野　　潔（自無） 　甲斐　隆志（維）
　川口　洋一（活憲） 　竹中　　健（維） 　三井　泰之（公）
　森本　信之（立民） 　山口　重雄（市）
地方分権推進特別委員会
◎中村　明子（自無） 〇宮田　俊治（公） 　岡田　安弘（維）
　北岡　隆浩（無） 　強田　純子（共） 　中浜　　実（市）
　灰垣　和美（公） 　福井　浩二（自無） 

議　長 山口　重雄 副議長 真鍋宗一郎 監査委員 吉田　忠則
▲委員会の構成
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５
月
16
日
の
本
会
議
で
４
つ
の
特
別
委
員
会
の
各
委
員
長
か
ら
、

こ
の
１
年
間
の
審
査
経
過
概
要
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た

（
要
約
掲
載
）。
詳
し
い
内
容
は
、
７
月
下
旬
か
ら
「
行
政
資
料

コ
ー
ナ
ー
」（
市
役
所
本
館
１
階
）
や
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
会

議
録
検
索
」
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
の
周
辺
道
路
整

備
に
つ
い
て
、
北
駅
前
広
場
整

備
工
事
で
は
、
仮
囲
い
や
歩
道

迂
回
路
を
設
置
し
て
お
り
、
関

連
事
業
と
し
て
駅
前
広
場
の
浸

水
被
害
軽
減
を
目
的
と
し
た
雨

水
貯
留
施
設
等
の
工
事
も
併
せ

て
行
う
。
今
後
は
令
和
５
年
３

月
末
の
完
成
に
向
け
て
整
備
工

事
を
進
め
る
、
と
の
報
告
が
あ

り
、
委
員
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅

に
関
す
る
事
業
の
具
体
的
な
整

備
効
果
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
に
、
Ｊ
Ｒ
京
都
線
茨
木
・

高
槻
間
に
お
け
る
鉄
道
高
架
化

の
検
討
に
つ
い
て
、
令
和
３
年

度
は
、
芥
川
橋
梁
の
改
築
と
鉄

道
高
架
化
の
同
時
施
工
に
係
る

構
造
形
式
に
関
し
、
Ｊ
Ｒ
西
日

市
街
地
整
備
促
進

特
別
委
員
会

本
か
ら
、
仮
線
方
式
と
別
線
方

式
の
組
み
合
わ
せ
が
事
業
費
等

の
面
で
優
位
で
あ
る
と
の
提
案

を
受
け
、
鉄
道
高
架
化
勉
強
会

で
検
討
を
開
始
し
た
、
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
、
第
11
次

地
方
分
権
一
括
法
で
の
法
改
正

等
に
よ
り
本
市
に
影
響
の
あ
る

事
項
と
し
て
、
署
名
用
電
子
証

明
書
の
発
行
申
請
受
付
等
の
事

務
が
、
地
方
公
共
団
体
が
指
定

す
る
郵
便
局
に
お
い
て
取
り
扱

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
に

追
加
さ
れ
た
な
ど
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
広
域
行
政
推
進
に
係

る
諸
課
題
に
つ
い
て
、
島
本
町

地
方
分
権
推
進

特
別
委
員
会

長
か
ら
消
防
通
信
指
令
業
務
の

共
同
運
用
に
向
け
た
協
議
会
設

置
に
係
る
具
体
的
な
協
議
依
頼

が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
た
島
本

町
と
の
協
議
内
容
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
、
消
防

指
令
シ
ス
テ
ム
構
築
の
作
業
で

日
常
の
消
防
業
務
に
影
響
が
出

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
将

来
的
な
広
域
連
携
の
在
り
方
も

視
野
に
入
れ
て
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
、
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
名
神
高
速
道
路
の
整
備
促

進
に
つ
い
て
、
大
津
―
城
陽
間

は
、
開
通
時
期
を
令
和
５
年
度

か
ら
令
和
６
年
度
に
１
年
延
期

し
、
八
幡
京
田
辺
―
高
槻
間
は
、

工
程
精
査
中
で
あ
る
、
と
の
報

告
が
あ
り
、
委
員
か
ら
、
八
幡

京
田
辺
―
高
槻
間
の
工
程
精
査

が
必
要
と
な
っ
た
原
因
と
関
連

事
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
名
神
高
速
道
路
等

の
沿
道
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

新
名
神
・
交
通
体
系
等
対
策

特
別
委
員
会

高
槻
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
エ
リ

ア
は
、
高
槻
市
成
合
南
土
地
区

画
整
理
組
合
が
進
め
る
公
共
施

設
の
整
備
等
の
工
事
が
令
和
４

年
度
に
は
全
て
完
了
す
る
予
定

で
、
年
度
末
に
は
、
ま
ち
開
き

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
、
と

の
報
告
が
あ
り
、
委
員
か
ら
、

本
事
業
の
取
組
や
経
緯
、
新
た

な
ま
ち
の
姿
に
つ
い
て
、
市
民

に
広
く
知
ら
せ
る
取
り
組
み
を

ぜ
ひ
行
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

安
満
遺
跡
公
園
等
の

整
備
に
つ
い
て
、
公
園

整
備
工
事
は
、
令
和
３

年
３
月
に
全
て
の
工
事

が
完
了
し
、
３
月
27
日

に
は
安
満
遺
跡
公
園
全

面
開
園
記
念
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
セ
レ

モ
ニ
ー
を
開
催
し
た
ほ

か
、
旧
京
大
農
場
建
物

群
は
、
国
の
登
録
有
形

文
化
財
の
登
録
に
向
け
、

史
跡
整
備
・
活
用
等

特
別
委
員
会

令
和
４
年
３
月
に
官
報
告
示
と

な
る
見
通
し
で
あ
る
、
と
の
報

告
が
あ
り
、
委
員
か
ら
、
全
面

開
園
後
の
駐
車
場
料
金
収
入
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
歴
史
遺
産
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

芥
川
山
城
跡
の
史
跡
指
定
に
関

し
、
現
在
、
総
合
調
査
報
告
書

の
作
成
と
、
地
権
者
か
ら
の
同

意
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
ま

た
、
国
へ
の
申
請
手
続
き
は
令

和
３
年
度
中
に
前
倒
し
し
、
令

和
４
年
度
中
に
国
の
文
化
審
議

会
に
お
い
て
審
査
を
受
け
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
調
整
を
し
て
い

る
、
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

4月
5月

28日
11日
16日

17日
18日

地方分権推進特別委員会
議会運営委員会
本会議第１日
議会運営委員会
議会運営委員会
議会運営委員会
本会議第２日
議会だより編集委員会

議 会 日 誌
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会
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